
〈令和６年度〉ミライカナエル活動サポート事業 協働コース（行政との協働） 

団体名 みんなの居場所・れいんぼ～かふぇ 

協働相手 藤沢市 子育て企画課（現：子ども総務課） 

事業名 子どもの居場所スタートアップサポート事業 

事業期間 2024 年（令和 6 年）4月 1 日～2025年（令和 7 年）3月 31 日〈事業２年目〉 

事業費 1,151,203 円（うち藤沢市負担金 1,000,000円） 

事業の目的 

子どもの居場所づくりを始めたい市民を対象に、仲間づくりと、実施に向け一歩を踏み出すサポートをすると同時

に、藤沢市子ども共育計画の指標である「子どもの居場所を増やす」の達成と、市民の家の有効活用を目的とする。 

事業の内容と成果・効果 

〈事業の内容〉 

・2024 年 5 月～9 月   『第 3 期 子どもの居場所スタートアップサポート講座(WS)』開講 →受講生 16 名 

【19：00～21：00＠明治公民館】 

DAY1 5 月 10 日（金） ／ DAY2 6 月 14 日（金）／ DAY3 7 月 12 日（金）／ DAY4  8 月 9 日（金）／ DAY5 9 月 13 日（金） 

・2024 年 10 月～翌年 2 月『第 4 期 子どもの居場所スタートアップサポート講座(WS)』開講 →受講生 21 名 

【10：00～12：00＠善行公民館】 

DAY1 10 月 13 日（日）／ DAY2 11 月 10 日（日）／ DAY3 12 月 8 日（日）／ DAY4  1 月 12 日（日）／ DAY5 2 月 9 日（日） 

※第４期も第３期と同内容にて実施し、オンライン受講も取り入れた。 

DAY1 5 月 10 日（金）「知り合おう」 

オリエンテーション、自己紹介、藤沢市子ども共育計画（藤沢市） 

7 つの習慣①主体的である、「New&Good（交流タイム）」 

DAY2 6 月 14 日（金）「夢を思い描こう」 

7 つの習慣②ゴールを決める ③最優先事項を優先する 

 先輩事例紹介・遊び場（ボードゲームでツナグ手 長山氏） 

・不登校支援等（自由創造ラボたんぽぽ 米澤氏）他 

DAY3 7 月 12 日（金）「課題を知る」 

 特別講座「支援者の在り方」（湘南 DV サポートセンター 瀧田氏） 

7 つの習慣④Win-Win を考える 

子どもを取り巻く環境…DV,虐待,ヤングケアラ―,発達,不登校等 

DAY4 8 月 9 日（金）「夢を具体化しよう」 

特別講座「傾聴のポイント」（湘南学校教育研究所 橋本氏） 

7 つの習慣⑤まず理解し、それから理解される 

情報の共有（場所・人・資金・保険等） 

 DAY5 9 月 13 日（金）「計画を立て実行しよう」 

  グループ毎に事業計画の作成、発表 

7 つの習慣⑥シナジーを創り出す⑦刃を研ぐ 

 居場所ネットワークについて 

 受講感想シェア＆宣言“はじめの一歩” 

〈成果・効果〉 

・仲間づくり…本年度も目標を超えて多くの参加（第３期 16 名,第 4 期 21 名）があった（目標は 15 名/1 クール） 

・居場所を増やす…2 事業年度を通じて 6 箇所スタートした（目標は 1 箇所/1 クール） 

・居場所の継続及び周知に向けて…「ふじさわ子どもの居場所ネットワーク」を通じて交流・学びの場を企画、ゆるやか

につながりながら支え合えるネットワークを継続していく。（Instagram,Facebook も併せて継続して活用） 

事業を実施しての課題・３年後に叶えたいミライ 

・生き生きと活動するおとなを増やし、その見守りの中で安心して新しいことにチャレンジしたり、自分の「好き」を味

わい、「自分を好き」といえる子どもたちを増やしたい。そのためにこのおとなの夢を叶える WS を継続し、年間 4 校

区ペースで居場所を増やし、現在ある 9 校区と合わせ、3 年後は 20／35 校区を達成したい。 

・WS の実施数を増やすため、受講者が講師になれる仕組みやネットワークの運営業務にも携われるような仕組みを作

りたい。 
 


